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前橋市は、より健全な市街地の開発と住み良い街づくりの為の都市基盤の整備が  

各地で進められ、当地区は前橋都市計画事業元総社（西部第三明神）地区土地区画  

整理事業が実施されています。このような市民の快適な暮らしを願う区画整理事業  

と埋蔵文化財保護の問題は常にうらはらの関係にあり、前橋市埋蔵文化財発掘調査  

団では、両者の調整に鋭意努めているところであります。   

この調査は、区画整理の為移転する市立保育所建設に先立って発掘調査を実施し  

たものであります。   

寺田遺跡は、国府推定地東側外郭線に隣接すると考えられる重要な遺跡でありま  

す。この地から遠く周囲を見渡しますと、北に子持、北東に赤城、北西に榛名の諸  

山が並立し、東に利根川、南は広大な関東平野へと続いている。この地こそまさに  

山柴7k昨L【叩袖相応の地として古代人が国府の適地と選んだのもうなずける気がし  

ます。調査の栢果古項時代から平安時代に至る遺物及び遺構が確認された。遺物は、  

杯、聾、椀及び羽釜等と木製品の杵、椀・杭等多数検出された。遺構は、榛名山ニッ  

岳火山灰（FA）降下後の構が確認された。   

この調査を実施するに当り終始御協力頂いた前橋市民生部福祉事務所、建築部建  

築課、都市再開発部区画整理課、及轡直接発掘調香に携わった作業員の  

方々に厚く御礼申し上げます。   

最後に本調査報告書が一人でも多くの方々に活用され、地域の歴史解明の一助と  

なれば幸いであります。  

F「  

昭和62年3月31日  

前橋市埋蔵文化財発掘調査団  

団 長   関 口 和 男   
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1．本書は、前橋都市計画事業元総社（西部第三明神）地区土地区画整理事業に係  

ゎる、昭和61年度前橋市立元総社保育所移転に伴う寺田遺跡発掘調査の報告  
書である。   

2．発掘調査は、前橋市元総社町100番地10他5筆に所在する元総社保育所建  

設予定地部分について実施したものである0   

3．調査期間は昭和61年6月1日～9月30目にわたって前橋市埋蔵文化財発掘  

調査団（団長 奈良三郎）が実施した。   

4．調査担当者、福田紀雄（前橋市教育委員会社会教育課文化財保護係長）′浜田  

博一（前橋市教育委員会社会教育課文化財保護係主任），高橋正男（同）・前  

こ豊（同 金刊  儲測設株式会社埋蔵文化財調査部声1「   

5．本調査における出土遺物は、一括して前橋市教育委員会が保管している0   

6．本書はスナガ環境測設㈱の埋蔵文化財調査部が作成に当り、執筆及び編集の総  

括を金子正人が当り、遺物実測は佐々木智恵子，角田朱美が行ない遺物遺構の  

トレースは松岡和香江が行った。作業事務を柴崎信江が行った0   

7．発掘調査の安全管理に荻野博巳があたり、測量作業は須永眞弘（測量士第52  

614号）が指導にあたった。   

8．調査に際して多大なる御協力を頂きました前橋市民生部福祉事務所、同市建築  

部建築課及び都市再開発都区画整理課の方々に厚く御礼申し上げます。   

9．本遺跡の調査及び整理に当たって下記の方々の御指導を頂きました0  

群馬県教育委員会文化財保護課，群馬県埋蔵文化財調査事業団，群馬大学教育  

学部新井房夫地学教授，高崎市教育委員会社会教育課文化財保護係，大胡町  

教育委員会，元総社保育所飯島慶子園長，野中孝吉0  

10．調査に参加した方々は次の通りであります。記して感謝いたします0  

新井恒喜 石川サワ子 岩田四郎 河西三明 加藤／し量子 門倉喜代美  

金井福治郎 小林康典 近藤充郎 須田シゲル 原澤政雄 田村光子  

辻みつる 長谷川千代乃 長谷川とめ 平出トミ子 柳原久仁江  

■■■  
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1．各遺構の略号は次の通りである。  

D－土坑  W一幕状遺構  

2．各遺構実測図の縮尺は、平面図、土層断面図1／′40を原則とした。  

を原則とし、木製品及び大形整については1／／4～1／′10  

を使用し明示した。  

4．遺構及び遺物挿図中のスクリーントーソは次のことを表す。  

＝r－1  灰柚陶器の施細部分  

内黒処理の内黒部分  

地山  

5．寺田遺跡では、北西隅を基点とする4mグリットを設定した。   

本文中の「G－5」は北から24m西から20mの位置のグリットを示す。   

J  
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第Ⅰ章 発掘作業に至る経緯   

前橋都市計画事業元総社（西部第三明神）地区土地区画整理事業の実施に伴う元  

総社保育所の移転に先がけ、埋蔵文化財の包蔵地であることから前橋市福祉事務所  

と協議を進めていたが昭和61年5月26日～同年8月31日までの調査期間をも  

って施設の建設によって埋蔵文化財が破壊される恐れのある部分について、発掘調  

査することになった。（その後、調査区域内の家屋移転の実情に合わせ9月30目  

までの期間になった。）  

一 作 業 日 誌 よ り －   

5．26 市役所にて打ちあわせ。  

27 重機搬入、安全対策として防風ネット設置、調査事務所の資材搬入  

28 プレハブ建込み。  

29 電話電気の設置、木製品保存ケース搬入  

31調査現場周辺居住者に工事の件連絡訪問をする。  

現場事務所用水道設備設置   

6．3 発掘作業用具搬入  

4 第1調査区表土掘削 調査開始  

5 ガス設備設置  

6 座標軸決定  

7 グリット設定、全体遺構実測開始（平面図1／100）   

10 水準点測量BMllO．00メートルを設置す。   

7．2 昨日の雷雨により調査区水没す、北面他2箇所崩壊す。  

4 通学児童の安全確保のため元総社小学校訪問   

14 第1調査区調査完了の検査終了後 埋戻し開始  

第2調査区表土掘削開始   

15 第2調査区安全対策用防風ネットを張る。   

17 第1調査区埋戻しほぼ完了 水準点測量 BMllO．50m 設置  

28 F10，11グリット内の柄発掘開始   

8．8 第3調査区 関谷氏、引っ越し始まる。  

－1－   
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17 第二調査区全域雷雨により水没す。  

（水中ポンプ3台で汲出しに2日掛かる。）  

22 関谷氏引越し完了 （家屋の解体始まる。）  

■  

i＿  
27 第3調査区盛土部の掘削開始  

28 第3調査区表土から水田床面迄，掘削開始  

29 水田床面迄掘削終了   

9．1 水田床面からB軽石上面まで掘削  

5 縦杭教本確認される。  

6 種子多数発見される。   

19 新井房夫群馬大学教授釆跡  

29 発掘作業完了  

市教育委員会より埋戻しについて転圧するように指示あり。   

30 埋戻し開始、安全防護柵取外し、資料及び掘削用具積込、マイクロノミス，  
2tダンプ，キャリーダンプを使用   

10．1埋戻し作業、遺物の注記，土器洗い。  

2 埋戻し作業、遺物の注記，電源切る。  

3 フェンス用パイプ、出土遺物，食器棚等搬出、水道を止める。  

4 トイレ運搬 マイクロ／ミス移送、2tダンプで木材，石材，水道，ホー  

ス等搬出  

6 プレハブ解体、電話の取外し、ユニックで木製品収納水槽を本社へ。  

7 木製品収納水槽ユニックで本社へ移送。  

－2－   



第廿章 遺跡の立地と歴史的環境  

第1節  連跡の立地   

寺田遺跡が所在する前橋市元総社町は、前橋市役所から西方に約2K几のところに  

ある。当遺跡の南約100mには主要地方道、前橋・安中線があり、さらに南約6  

UOmには国道17号線が北東から南西に通っている。この2道の間を二分し前橋  
Ⅷ  

・安中線に並行して推定東山通が安中方面へ伸びている。当遺跡は西側に牛池川を  
（2）  

挟んで元総社小学校に続く上野国府推定地の東側に隣接する。  
（3）   

この、前橋台地を構成する地層は、上部から表土層，水成ローーム層，火山泥流堆  

積物，砂礫層となっている。火山泥流堆積物により平坦な前橋台地の原面がつくら  
（4）  

れ、この堆積物により、いたるところに湿潤地が形成された。前橋台地は清里陣場  

地域では榛名山からの火砕流や土石流により緩斜面形を作り上げているが、概ね平  

（5） 坦な台地面といえる。榛名山麓に源を発する中小河川は東南方向に並走する。寺田  
遺跡はその一つの牛池川左岸に位置し氾濫原と考えられる。  

註 （1）近藤義雄 「前橋の歴史」（古代東山道と群馬駅）1986年  

桐原 健  群馬の遺跡「アズマへの道 アズマからの道」  

1985年焼乎堂  

定 国 府 関 係 図  
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（2）元総社明神遺跡Ⅰ  

（第3図推定国府関係図）  

［コ 利根川現氾濫原  

田 広鹿川低地面  

皿 前橋台地面  

（5）（1）に同じ  

第2図 市内の地形的区分国  

第2節  歴史的環境  

Ⅷ   

寺田遺跡周辺には、縄文・弥生時代遺跡の報告は数例にとどまり、この時期の解  

明は、後目の調査報告を待たねばならない。   

本道跡地は、牛池川の氾濫原に出来た低湿地帯に埋蔵された、土器・木製品・種  

子・石製品及び自生植物と動物の骨等の遺物が収拾された。   

この間辺が一躍時代の脚光を浴びるのは古墳時代からである。周辺追跡について  
・（2）  

は第2表のとおりである。特記すれば1．5Km北東にある王山古墳は、6世紀前半に  

造られた全長72m、当初円墳形式で構築された前方後円墳で、川原石を用いた積  

石塚である。北方約3軋に6世紀末の総社二子山古墳が出現する。この古墳は全長  

98．8m両袖型の石室を、前方部，後円部双方に有し、副葬品については文政2年  
（3）  

開口時・元景寺住職の記録に詳しい。巨大な輝石安山岩で横穴式両袖型石室をもつ  

愛宕山古墳、主軸の長さ70mの遠見山古墳、また7世紀末の宝塔山古墳、蛇穴山  
（4）  

古墳は仏教文化の影響を強く受けている。  
r5）   

宝塔山古墳の南西約800mに法起寺式伽藍配置と考えられている山王廃寺塔心  
16: 

礎がある。この石造技術は宝塔山、蛇穴山両古墳の石室と同系列の加工方法と考え  
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仰  

られており、大化2年（646）詔二日ク ，厚葬ヲ戒ムとありながら上野国にあっ  

ては宝塔山古墳，蛇穴山古墳等が築かれている。この周辺では仏教文化が古墳文化  

と併存しながら開花した様子が窺える。   

奈良・平安時代になると、当地域は国街や国分寺の建設とあいまって、古代上野  

国における政治・経済・宗教・文化的中心地であったことをものがたっている。国  

圃  
府については調査例と諸論文があるが確定するに到っていない。国分寺については  

（9）  

続日本紀に見られる上野国関係文書により天平勝宝元年には完成したものと思われ  

る。   

証  

（1）「清里南部遮励職」  前橋布教育委員会  1980年   

「人八木追跡」  高崎市教育委員会  1981年   

「正観寺遺跡群」（1，肌）高崎苗調査報告書  1979，1980年  

「†」品追跡」   畔蟻県高崎石目高遺跡の調査、考古学ジャーーナル  
152号1978 1」高追跡1．1l■高崎文化！lノ相月  
査紬令書卯10・1用言  1979，1980年  

小八木追跡軸掌揺l．111酬鋸洩化財調査報告退  
第8．15脹  1979・1980咋  

前楠巾教育委層会松比栄治  1973～74年  

「前橋市史」第1巻  1971年前橋吊  

尾崎膏償却  1966年  

「前橋市史」第l巻  前楯山  

愛宕‥し 三iこ堵‥し 蛇穴I一店梢等の巨子せ川いた豪  
荘な横穴式イi室  7C第3四半期  

G46il三大化2年  

岩川治リj（L勃個J佃こ係わる．iハ．倫放1982年）  

「小八木追跡」  

（2）1山古淵  

（3）元呆寺文書  

（4）「枇穴式古墳の研究」  

（5）山王廃寺  

（6）尾崎論文  

（7）「日本古記」巻25   

（8）「元総社lリ用い迫跡」Ⅰ  
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第1表 上野国府に係わる諸論致  

著 者 名  論  致  掲 載 誌  発表年   国  府  推  定  地   

国府政庁の跡について                   都木 丑作   上毛及上毛人   
第120号   

遺跡，地名．文献，重要遺跡との位置関係の4  

上野国府の所在地につ  史学会報窮l仰  

いて  寺と昌楽寺を結ぶ線を北限とした方8町域とし  

た。  

上野国府について  上毛史学第5号   

近藤 義雄  国府に係わる共通な地名を詳しく考証  

これまでの発掘調査の結果から、昌楽寺東の南  
北に走る清から西の地が有力な国府推定地とな  

上野国府を巡る古代交  信濃第33巻  1981    ってきた。そこで南北の溝を東の外郭線と考え、  

通路   第2号  その北東の基点を昭和41年の発掘地におき、  
それより8町南の水路が流れる付近まで東の線  

とし方8町を求めた。   

近藤説（旧説）をもとに発掘トそれまで考えら  

尾崎喜隆雄  国府推定地の発掘調査  前橋市史第1巻  1971   れていた範囲を西方にずらすことが妥当との結  
論。元総社小校庭と昌楽寺裏においで官衛らし  
き掘立柱遺構碑出。   

上野国府とその付近の  交通の歴史地理   元総社付近の地割の検討から第1図のような推  

金坂 清則      1974     東山道及び群馬．佐位  
駅家について。   要16）  

国分僧寺の東南隅から東へ6町、南へ6町とっ  
松島 栄治  上  野  国  府  歴史公論10  1976   たところから、更に東と南へ6町ずつとった方  

6町を範囲とした。（第1国）蒼海城と重なる   

金坂説を西へ3町程ずらし、国街の中軸線を本  
丸，二の丸と続く蒼海城の内郭と諏訪屋敷，瀬  

峰岸 純夫  東道一束山道の復元－  佐波郡東村誌  1979    下屋敷．出雲屋敷，豊後屋敷とが接する南北の  
道路忙設定し、国衝の8町プラソを牛旭川と染  
谷川の間におさめる。   

推定上野国府跡地覚え  鳥羽遺跡   古瓦の分布、土居8町を思わせる八丁、正殿跡  
川原嘉久治  1980  

埠地軸・ら滞嘩辞む中心卑し出蜘弛偲箪   

（9）l朋I1日l拉l孫文札  倭名粒’i鞘妙、‖け匡け一名瞑、l二屯田n綜覧、  

l二野圧l交棒黒縁亜  

l
肝
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第2表  

地図  
上ノ拓  遺 跡 名  所在 地  時 期   遺 構 ・遺 跡 の 概 要   

6  長久保古墳群  榛東村  

2  清里南部  前橋市   （絶文，平安，中世，江戸）  
遺跡群  青梨子町  平安   

総社   ／／   

3  
全長98∴8m前方部後門部に石室があり  

二子山古墳  総社町  古 墳          FP降下前後を示す。   

4  愛宕山古墳   〝l′ノ  雷、巨石の壁   

l  

l  

5  遠見山古墳  // l〝  
主軸の長さ70m墳丘南側には周濠の一  

l  

部や茸石が認められる。   

6  山 王廃寺   ′′ 1   ■鵡尾、石製根巻石、心礎、緑粕の小瓶と  
皿伽藍配置は法起寺式   

7  村 東追跡   ／ノ   古 墳  古墳時代、奈良時代の住居址と中世末期  
奈 良  の薬研堀   

54mx49nl高さ12mの方墳、横穴式  
8  宝塔山古墳j 〝  古 墳   石室は切石切組積の両袖型で壁面には漆  

喰が塗られていた。   】  

〝  

39mx43m高さ5mの方墳．寺院建  
9  蛇穴山古墳  ／／  築の影響が考えられる。全面に漆喰が残  

っている。  

741年聖武天皇の詔勅により建立され  
た官寺、平将門の乱か源板朝挙兵の戦火   

10   上野国分寺   
査により堂塔の様子が明らかになってき  
た。   

国分寺  ／／   

中間地域  〝塵露呈詰時代を中心とする大集落跡   

国分寺  僧寺に比べ若干面積は小さく講堂金堂  12  
国分尼寺   と共に布目瓦が出土している。   

前橋市   
13  閑泉樋追跡  古墳時代の住居跡 奈良，平安時代の満、  

／／  

中世の構   

14  王 山 古墳   ／／   
〝   前方後円墳後円部が先に築かれた遺跡  

全長75．6m、FA上に構築   

15  寺 田 追跡 前橋市元総社町100番地10他5筆に所在する。   

－7－   



l
 
 地図 上ノ拓  追 跡 名  所在地  時 期   遺 構・遺 跡 の 概 要   

前橋市  古 墳  古墳時代免高期の住居址と蒔が検出され  
16  元総社明神遺跡           元総社町  中 世  た。   

高崎市   弥生・古墳・奈良・平安・中世らこ及ぶ堅  
17  正観寺遺跡  弥生  

正観寺町  中世  

前橋市；奈 良   B軽石の直上に土師質土器一括資料を得  
18  鳥 羽遺跡          元総社町  江 戸  る。   

古墳時代前中後期の住居、奈良平安時  
19  中 尾 遺 跡   高崎市   古墳    代の住居300軒以上、土師器，須恵器  

中尾町   平安    灰粕陶器，鉄器等出土   

高崎市  縄 文  縄文時代住居址・．埋聾・古式土師住居跡  
20  大八木遺跡           大八木町  古 墳  鬼高期住居址等   

21  目 高 遺 跡  高崎市 目高町  弥生 中世  条里制水田が確認された。   

22  前箱田遺跡  前橋市 前箱田町  平安 中世  耕作状遺構   

23  村 前 遺跡  〝 箱田町   平 安  浅間B軽石下の水田祉と畝状遺構   

24  五反田遺跡   
〝  

〝   〟   浅間B軽石下の水田址   

25  生 川 遺 跡  〝 南町  古墳 平安  古墳時代～平安時代に及ぶ住居址   

御布呂遺跡での発掘結果金坂氏の所見により地図  

26  推定東山道  上に復元。大化2年（646）五畿七道を整える  
桐原健 アズマへの道、アズマからの道   

27 国府推定地   元総社町  第1表に同じ   

仙川川仙   

苛・－  



第Ⅲ章  調査の方法  

第1節 発掘調査の方法と進め方  

福祉事務所と市教委の担当者との間で数回にわたって調査の経費、期間、作業の  

安全等について協議・打ち合せを行い次のとおりとした。  

1）発掘調査は保育所建物建設により追跡の破壊される部分とする。  

2）調査は建物の移転及び道路工事進捗にあわせ3段階に分け第1調査区が終了後   

第2調査区の排土で埋戻し、第2調査区は第3調査区の排土で埋戻し最後に第1  

調査区の排土で第3調査区を埋戻すことで調査に入った。   

以上、調査は残土の1次ストックや、家屋の移転の遅延、道路建設工事との調整  

などの問題や、元来低湿地であり、掘り下げた調査区は湧水と雨期と雷雨時の出水  

により、終始水との戦で厳しい作業となった。   

調査は6月4日に着手し、座標 F－4グリット Y軸－70．87’8m X軸42．782m  

F－8ブリット Y軸－70．g5白m X軸42・782m を基準軸とした。   

3調査区を網羅できる北西隅を基点とし南北軸をアルファベット文字、東西軸を  

アラビア数字で表わし、グリット名は交点から南へ4．Om、東へ4．Omの区域を示  

すこととした。  

第2節 地形及び標準土層断面について  

地形は総社神社と元総社小学校は一段高い所にあり、その東側を牛池川が商流し  

ている。比高差は、およそ2～3mである。牛池川左岸から当遺跡までは低地であ  

るo C10グリットとF10グリットを結ぶ線上で急勾配に西へ傾斜している  

事から、この間の地域は低湿地であり、かつては牛池川の遊水池の役割をはたした  

ものと考えられる。遺構としてはこの遺跡の東端に大型の幕が南北に走っている事  

が確認された。（第8図）  
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第4図 標準土層断面図   
C－一6グリット付近  

1層 灰褐色土 締まりない耕作土  

2 層 オレンジ褐色土 軽石を僅か  
含み1層より締まりがある。  

3 層 灰自褐色土 2層に近い褐色  
土でFA軽石を含む。   

‾109・5m 4a層 暗褐色土 粘性かあり砂を含  
む  

4b暦 年a層と同様だが砂の量が多  
い  

5 層 青灰褐色土 B軽石純層   

6 層 褐色土 褐色粘質土と砂を  
50％含む   

7a層 黒褐色土 ピート（90％）  
砂（10％）の泥土層   

7b層 黒褐色土 ピート（50％）  
砂（50％）の混土層  

ーl08，5m  

7c層 暗褐色土 暗褐色粘質土（50％）砂（50％）の混土層   

7d層 晴褐色土 暗褐色粘質土（60％）砂（40％）の混土層   

8a層 黒色土 ピート（70％）と（砂30％）の混土層   

8b層 黒色土 ピート層わずかに軽石（2～3舵都）を含む   

8c層 黒色土 ピートのブロック   

8d層 黒色土 ピート（20％）と砂（80％）の混土層   

9 層 橙褐色砂礫層   

10 層 黄灰白色浅間C軽石層  

－10一  
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第Ⅳ章 検出された遺構と遣物  

第1節  第1調査区の遺構と遺物  

D－1グリット～D－2グリットに炭化物と黒色灰層が集中して出土し付近に平  

安時代の土器も見られたが遺構としての確証は得られなかった。   

F2より南の地域ではG5グリットからH4グリットを経て、Ⅰ－ 3方向  

に流路址が確認された。   

それ以前には、浅間のC軽石堆積後平安時代のB軽石降下迄の期間牛池川の河川  

の変流により低湿地であった事を物語っている。  

第5図に示されているようにD1、D2、Dr3、Dr4土坑は秒層の上に  

褐色粘質土が堆積し、この褐色土を掘り込んで4ケ所の土坑が確認された。   

この土坑の用途は不明であるが、この面が生活面として使用可能であった事を示  

す。  

出土遺物としては、朱塗り椀（第4表 Nm8）、  小瓶 第4表  

NO．30）、青磁の囁〔第4表 NO．31）が出土したことは特筆されよう。  
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第1調査区、A－0～A－1グリット方向を望む  
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『町  

第2節   第2調査区の遺構   

第2調査区中央部東側よりにN－1し」Eの方向性をもって南北に走行し調査区域  

外に延びる大鰐が検出された0この掛ま（第6図）C－10、11D【10、11  

E－10、11F10、11グリット内に位置する0（区画整理以前使用さ  
・い  

れていた道路の直下に位置する）土層断面からFA（榛名山ニッ岳、6世紀前半）  
（2）  

降下後開削され浅間B軽石（天仁元年、1108年）降下以前迄使用可能であった  

と考えられる。  

この満の北壁付近における上幅472  

c彿下幅395c舵深さ153c鵜中央部で上  

幅529（刑．下幅408c郡深さ142c郡を  

測る。断面形を見ると立ち上がりは北壁  

付近で670中央部640の逆台形を呈す  

る。韓の底から出土した 布目瓦 須恵  

器 土師器 等から平安時代中頃まで溝  

として利用されていたものと思われる。  

そしてB軽石降下後に埋没したものと考  

えられる。  

吼
－
－
V
 
 

ヽ
 
 

．C－12   
＼  

＋  

D‾12  
この大削ヒ西隅には支水路との合流施  

設が検出された。覆土は24層に細分が  

できた。  

第9図1a～2b層は耕作土であり7層は  

7  
E－12 

規模は縮小しても依然として流路であっ  

た。叉同国14層はFA泥流、第15層は  

FAである事からFA降下後大帝は開削  

されたことが窺われる。  
＋ F－12  
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これは昭和58年2月～3月にかけて調査された閑泉樋遺跡の1号蒔跡の計測値  

「上幅は6・5～7・Om下幅3・24m深さは2mを超すものと思われる」と報告され  

ているものと比較して見ることが出来る。   

前述の大開の構築以前に造られた水口遺構（第7図）には、N。．1～14の板材が  

敷詰められ、No・3、No・7の板材は、中央部が凹状を星し特殊な用途を示すものと思  

われる。2個の石で板を止めている。   

No．1は鋤刃の木部でS－1を支えるがごとく打込まれていた。  

No．15の木杭は、No．9の板を止めるために打ち込まれている。   

第7囲 水口遺構平面図  

この大串の左岸上には小満があり、流路を東に変えるべく設けた小杭が4本確認  

された。（第8図 D【11ブリット）  

小杭は直径3～5c郡長さ3～15c郡の木杭であった。  
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第9図 大溝土層断面図  

1a層 盛土   

1b層 砕石を含むカタラソ層   

1c層 灰白褐色土 粘性が強い   

2a層 耕作土 水田耕作土   

2b層  〟  水田床面 オレソノ褐色土   

3a層 褐色土層  

3b層 白色粘土層  

3c層 黒褐色粘質土層  

4a層 灰白色粘質土を多量に含む褐色土層   

4b層 オレソジ褐色に近い灰白褐色土層（軽石を僅か含む）   

5 層 炭化物を含む暗褐色土   

6a層 褐色粘質土層   

6b層 FA軽石を含む褐色土層（5～10％）   

6c層 〝 （10～20％）   

7 層 B軽石の2次堆積層   

8 層 褐色砂層と黒褐色粘質土の混土層（流路）   

9a層 FA軽石を含む黒褐色土層（10～20％）   

9b層 褐色砂層  

10 層 青褐色一砂と粘土の混土層  

11層 黒褐色粘質土層  

12a層12b層よりも黒色の粘質土を多量に含む黄褐色砂層  

12b層 黄褐色粘土粒を含む黄褐色砂闇  

12c層 黒青灰色粘土層（FAの青灰色を呈するものと黒色粘質土と地山の白  

色粘土粒を含む）  

13 層 白色粘土を含む黄褐色砂質層 粘性が強い  

14 層 FA泥流褐色土   

15 層 FA純層   

16 層 黒色ピート層   

17 層 黄灰白色砂岩層 地山  
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第3表  
大溝出土遣物観察表  

出」二位 置  種  類  標  高  色  調   器 形・成 形 の 特 徴  遺存・備考   

C－1〔ト1a  彊♯   110．130  灰白   襲の胴部破片、外面平行叩き目文（にぷい黄橙）  
内面同心円叩き目文（灰自）  

′′  2   須懲   110，235  灰自   白磁の破片，内外面和が掛かっている。  少量   

C【10－l   109．850  図版番号93による。  

〟  2   衛 皿   灰自   休部は浅く口縁部は僅かに外反する。外面回転ナ    口縁部～  
109．225  底部少量      デ．高台は直立して短い。内面口縁部に顕著に灰  

和が見られる。  

〝  3   須恵 蓋  109．165  紫灰   ロクロ整形．外面回転ナデ．内側に「かえり」を    口綾部～  
持つ。  底部少量  

C－11－1a  瓦   110．310  暗紫灰  平瓦の破片  少量   

110．035  灰白   平瓦の破片凹面布目痕にへラ書き文有り。  ′′  2   瓦  少量   

／′  3   110．150  灰   平瓦の破片凹面布目、凸面に繊維痕あり。    少量   

C－11－1b  須恵   109．310  灰自   聾の胴部外面へラナデ炭化物の付着顕著  少量   

〝  2   ■I   109．300  明褐   椀の体部。外面へラ削り後ナデ，内面ナデ  休下部少量   

〝  3   須恵   109．295  盈   案の胴部の破片。  少量   

軸のロ縁から休部内外面回転ナデ指文有り。  ′′  4   須癒  109．285  

′′  5  l■杯   109．310   外稜を持つ杯の体部破片。  底部少量  

〟  6   朝野   110．350  にぷい橙  璽の胴部破片。磨耗が顕るしい。  少量   

′′  S－1  石   HllO．240  緑泥片岩  
LllO220   

D－10－1   須泰   109．245  青灰   塊高台部。底部糸切後高台を貼り付けた痕有り。    台部1／亮．残  
回転ナデ灰粕。   

′′  2   須恵   109．265  灰自   高台付軋内外面回転ナデ，高台は逆台形を呈す    底部レ4残   

′′  3   瓦   109．915  灰白   布目平瓦破片  少量   

′′  4   瓦  109．680   灰自   布目平瓦破片。端をヘラナ芳部分的に布目をすり  
消す。  

瓦   109．645  図版44による。Cr9r4，C－9r5，Cr9－6，C－9－11D－1（ト5     ほゞ完形   

′′  6   瓦   109．850  灰自   布目をすり消す。端へラナデ．叩き文有り。    少量   

′′  7   須恵   109．497  青灰   整胴下部から底部の一部。外面繊維痕内部指ナデ    胴下部少   

′′  8   須恵塊  109．250  灰   高台付塊の底部破片。回転糸切後高台貼り付け，  
内外面回転ナデ。底部中央が最も薄い。  

〝  9   ■■ 杯  109．290  橙   外稜を持つ杯の休部から口縁部磨耗が顕しく整形  
方法ほ不明。（鬼高Ⅱ）  
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出 土位置  種  類  標  高  色  調   器＝形・成 形 の 特 徴   退存・備考   

D－1〔ト10  須恵   109．370  畠   羽釜の口緑部。内外面回転ナデ黒色処理凸   目線少量   

／′ 11  ■■ 杯  109．530  にぷい橙  休部ほ内巧し口緑部ほ外反する。杯の口緑部   lコ辺部少量   

〝 12  瓦   109．620  明赤灰   焼き締った和H瓦）凹面の布lデ】の一部を指です  

り消す。   

′′ 13  邸 杯  109．625  
しながら二1フニち上がった休部ほ【1緑部でl月憤する。   

′′ 14  憩  109．365   
黒色を呈す。   

〝 15  109．180  にぷい褐  藍の胴部破片。外面へラ削り，内簡ナデ  少量   

” 16  須症   109．220  克巳  杯の底部。外面へラ削り，内面ナチ  少量   

〝  17  須悟   109．230  にぷい黄橙  盤の胴部。外面へラ削り後ナデ．内■面へラ削り  少量   

／′  18  窄恵   109．230  灰白   変の胴部。外面へラ削り，内面ナチ   少量   

ノ′ 19  Lし亡∴   109．185  灰自   杯の底部。内外而回転ナデ底部外面は剥げて不明  底部少量   

D－11－1b  須取励  109．350  オリーブ黒  高台付触底部から休部，底部ほ糸切後高台を貼  底部2／つ残  
付け．内外面黒色処理，内外面回転ナデ．内面底  
部中央が窪む。   

〝  3   杯   110．025  図版番号95による  

〟  4  ■■杯  粗い砂粒を多量に含む，回転糸切痕，内外面回転  

1  

ナデ休部は内彗しながら立ち上がり．口縁部ほ直  
線的に外反する。   

須転 変  109．280  灰   少量  

雛 杯  109．275  灰自   底部は回転糸切り痕明晩，荷手．【月外面回転ナデ  体F部底部  
中央部が窪み最も薄い。   レ3残   

′′  7   竃恕   109．290  灰白   杯蓋の破片。外面r」辺に黒色処理が見られる。  

内外廟回転ナチ   

” 8 i萄匝  109．290  灰白   ⊇杯の口綾部。外面指押さえ．内面は黒色処‡跡見   口綾部少量   

l  

H         旦られる。  

′′ 9 

i瓦  

109．315  外 暗赤灰  凸面に格子目に叩き目文を有する，凹面は布目  少量  
内 情灰  ．をへラによりスリ掛㌻0   

／′ 11   須暗   110．070  内陪灰i・警㌘胴乱外面は伏火物の肺エり黒色を星す 外黒   少量   

′′ 12  一杯  110．015  灰黄禍  
士盤震口■彗離惑星豊琶個転托体錮  

［］縁少量   

〝 13  須瞭   110．135  外 黒   内灰白11と接合  少量   

′′ 14  節気   109．290  褐択  璧のJjl覗ミ。外面へラ削り．内面ナチ  少量   

〝 15  節 藍  109．260  黒褐   頚部から胴部「く」の字状を呈す。輪積痕を残す  ロ．胴上部  
内外面へラナデ   ㌧∵   

／′ 16  ■■ 杯  109．300  にぷい黄橙  底部を厚く残し，君1い糸による回転糸切痕。  底部レち   
内外画回転ナデ  

〃 17  幽 杯  109．32U  にぷい褐  ロ縁部から休部の破片で磨滅が顕しく  口縁少量   

整形方法は不明。  

打
．
1
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出 土位置  種  顆  標  高  色  調   器 形・成 形 の 特 徴   遺存・備考   

D－11－18b  ＝辞■塊  109．310  灰白   底部の一部分高台の貼り付け部分が剥げる。  底部1／4   
内外面回転ナデ  

少量   〝 19  萄昼 杯  109．280  灰   

′′  20   ■l 109．225  外にぷい褐  少量   
内褐灰   

〝  2】   萄恵   109．310  外黒褐  少量   
内灰自   

′′  22  ■■  109．2暮5  にぷい赤禍  壷型土器の頸部。外面へラ削り．Mmナ丁か見ら  
れる。   

′′  2：う  ■■■   109．215  にぷい橙  杯の破片。磨耗が顕しく不明。   少量   

〝  24  ：■■・．．′．   109．260  暗青灰  杯の休部。内外面回転ナデ   少量   

■■杯  109．285  明赤褐   杯の口縁部。体部の厚みが口綾部で薄くなり内傾  
する。   

′′  27   一 杯  109．290  赤禍   杯の口縁部。磨耗が厳しい。   口縁 少量   

∧Z8  杯の口縁部。内外面回転ナデ，一部灰柚あり   口縁 少量  

′′31   

傾する。   

′／ 32  ■■   109．260  暗赤灰  案の胴部。内外面回転ナデ   少量   

′′  33  ■■ 杯  109．290  にぷい褐  杯の口縁部。内外面回転ナデ   ロ緑 少量   

〝  34  ■■■ 杯  109．250  にぷい赤禍  杯の休部から底部。底部外面には煤し痕有り。  
内面へラナデ後ヘラ研磨が見られる。   

110．220  灰   平瓦 凹面布目を帯状にへラにて刷り消す。   少量   

図版番号80による。   完形   

図版番号90による。   台部一部欠   

〝  3   ■ 嚢  109．600  灰自   蛮の胴部の破片。   整 少量   

〝  4   旦 底部から体部の一部。外面へラ削り内面回転ナデ  少量   

＿   

′′  5   瓦   109．345  青灰   平瓦の一部。 布目痕有り。  

〝  6   瓦   109．300  青灰   平瓦の一部。  

〝  7   羽釜   109．610  淡赤橙   羽釜の鍔の一部。  

／／ 8   蓋   109．610  灰   ロクロ整形。外面灰紬．黒色斑点の発泡有り。  
内面回転ナデ．口唇部は直に折れる。   

〝  9   須痺 磐  109．610  外 褐灰  羽釜の胴部上位の破片。外面炭化物の付着が目立   
内 灰自  つ。内面腐食が目立つ。   

胴部 少量  
〝 10  須恵 蟹  109．600  同上   上記（E－10－9）と接合   

′′ 11   羽釜   109．285  外灰  9，10の鍔の部分   口縁   
内暗灰  
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出土位置  種  叛  標  高  色  調   器形・成 形 の 特 徴   遺存・備考   

E－1〔ト12b  蓋   109．280  外 灰自  ロクロ整形。内側に灰細石り。口唇部がくびれ  少量  

内 紬   「かえり」の貼り付け。   

〝 13  須慮 杯  109．605  灰自   口縁部の破片。   口緑 少量   

〝 14  ■■ 杯  109．605  にぷい黄橙  粗雑な整形でl二l縁部が一定でない。外面回転ナデ  
内面回転ナデの沈線が顕著に見られる。   

／′ 15  ■■   109．605  にぷい黄橙  高台什馳の底部。外■面回転糸切痕有り。  底 少量   
内面は腐食され不明。  

〝 16  ■■  109．600  にぷい黄橙  （E1014）と接合。  

〝 17  須奉   109．635  灰黄   羽釜の胴部。内側の腐食が目立つ，9，10，11，と  
同一個体と思われる。  

〝 18  109．605  灰自   杯の休部の破片。内外面回転ナデ，内面に黒色処  
理が見られる。  

〝 19  筍醇   109．595  灰白   高台付塊の底部から，休部回転糸切り後高台貼  
り付け，内面にほ煤の付着が見られる。   

F－10－1b  109．890  赤禍   藍の胴部。外面へラ削り，内面机いナデ。   胴部 少量   

〃  2   ■■   109．800  外灰自  
内灰   

〝  3   衝 蓋  109．835  灰白   柘 蓋。内外面回転ナデ，灰紬   レ句残   

′／ 6   瓦   109．815  赤褐   布目の一部にへラで刷り消しが見られ破損顕しい  

′′  7   禰葱 109．810   黄灰   高台什馳のてい底部から休部。内外面ナデ，高台  休部レ6残  
ほ貼り付け部より剥酢。   

′／ 8   瓦   109．845  褐灰   凸面のみ剥離せるもの，へラ削り痕が見られる。  少量   

ノ′  9   109．835  外褐，内に  整の底部。厚さ1．8c〝l砂粒を多量に合む，外両へ  底部レ3残  
ぷい輩橙  ラ削り．内面ナデ。   

／′ 10  須恵   109．605  灰黄   高台付塊「底部から休部高台部ほ剥離，内外面  
回転ナデ。   

〝 11   瓦   109．805  外明赤灰  
内灰自   

／′ 12  須恵   109．660  暗灰   大形藍の胴部。内外面ナデ。   少量   

〝 13  須悟   高台付執っ 内外面回転ナチ．糸切り後長い高台  体下部～  

を貼り什け良くナデて糸切り痕を消す。内面灰和  
刷け塗り，中央部が最も薄い。   

〝 14  須奉   109．635  灰自   高台付馳。へラ切り後太い高台貼り付け．内外  台部 少量  
面粗いナデ．底部中央盛り上がる。   底部 1／乃F   

′′ 15   瓦   109．780  灰自   凸面と端部をへラナデ，凹面布目を刷状の物で斜  
めにすり消す。   

〝 16  ■■   109．770  外にぷい橙  胴部 少量   
内陪褐灰  

〝 17  赤褐   杯休部破片。朱が塗られている。   少量   
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出 二1二位置  種  板  標  高  色  調   器 形・成 形 の 特 徴   遺存・備考   

F－1018b  ■■杯  109．850  にぷい赤褐  杯休部からロ縁部。内攣して立ち上がる休部ほ  
口唇郭で僅か内傾する。   

外 灰  高台什触の民部破片。   底部 少量  
内 灰自  内外面図転ナチ槙原。   

′′  20  －   109．845  外にぷい赤  現の体部から口綾部。休部は内暫して立ち上がり  口縁 少量  
褐 内褐灰  口縁部は「く」字状に外反する，内面黒色処理。   

ノ′  2】   ■■   109．780  明赤禍   杯の休部小破片。   少量   

〟  22  ⊥占・j   109．605  灰自   高台付塊の匠部と高台部。内外面回転ナデ，施紬  
のクレが底部に及んでいる。   

〝  2：う  萄恵   109．595  浅黄 駐  高台付切。休部及び高台部．内外面回転ナデ．  
内攣した休部ほ口綾部で外反する。   

′′  24   ■■例  109．640  外にぷい褐  図版番号79による。   体‾下部・台  
内 果  

25   l藍  109．620  にぷい赤禍  整の頸部から口綾部。フロ縁部ほ直線的に外傾し頸 部ほ「コ」字状を呈す，胴部ほへラ削り．内面と  
ロ縁部ほナデ。  

＃  2C  －   1n「1⊂nn ⊥lル．しhJU  んl七日．「了㌃ ノIl／均ハノ＼  空つ胴部。最上位で外面け盟で黒色ケγなっていろ．  1少竜     内 灰自  指ナデ痕を明療に残す 
。   

′′  27  須喪  H 109．620  灰自   壷乃胴部。外面は平行叩き目文をスリ消し，  
内面ほ同心円叩き目文を僅かスリ消している。   

′′  28  頑密   109．630  灰白   大形蛮の外面ほ格子目叩き文，内面ほ同心円叩き  
目文が施文され叩き文の凸面をナデている。   

F∵1卜】   ■■   109．860  外にぷい亦  口径の大きな壷の口綾部。頸部ほ鋭く「く」字ニl人  口縁レ竃  
褐   に屈曲し大きく外反する。口緑部は外側に稜を作  

内明赤禍  
されている。上精通跡，2群二」二器の5類に該当す  
るものと思われる。   

′′  2   ■   橙   藍の頸部。「コ」字状を呈す小破片。   少量   

〝  3   qこ1√，下   109．815  灰自   外面ナデ．内面には同心円叩き文有り。   少量   
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第3節  第3調査区の遺構   

この地域では、遺構は検出されなかったoB－6，7 C－6，7 D6，7  

E6，7 グリットに及ぶ河川の跡が確認されたよ この右岸には柳10株が検出さ  

れ、柳の株列は第1調査区のH4グリットでも確認されている。  

（第5図 第8図参照）  
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第3調査区作業風景  
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第10図 木製品実測図  
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第11図 木製品実測図  
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第12図 椀と木製品実測図  
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第13図 木製品実測図  
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第15囲 木製品実測図  
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第16図 出土銭拓本・木製品・小型土器・瓦実測図   
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第17図 特殊遺物．・瓦実測図  
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第18図 賓・杯・砥石実測図  
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第19図 紡錘車・杯・高杯実測図  
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第20図 須恵器杯・皿・高台付塊実測図  
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第21図 高台付椀・整実測図  
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第22図 壷・羽釜・柑実測図  
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第23図 壷・杯蓋・長胴壷実測図  
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第24図 須恵器大震・杯蓋・長頸壷頸部実測図  
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植物・木製品観察表  
第4表   

l≠り■  ＝仁l端lソl■二  ？：・～  仙  特 徴 （製 作・ 形 状 と 川 二仁 状 況 ）   仙 ．考   

トニーポー．：！■  仇   仙   丸木材．良さ10bc隼 人さり．2、9．いγル満都は三ノノから加l二．鋭い尖刷部をr′ト〕  
たもの，鍬緋にまくれが見られる。   

巴  しニ ー山リ  建染吊  クメ］一‘新  板材，kさl‖5．6c此，巾】両町．瓜躇の俳両  

3  C ▼2l  址染1ご」  松   丸木軋 至捌こ仙Ilされたものか．長さ23日c〟′，太さt3．′1c〃，l■【描占に什Ilを作って  
いる。リ」り込みは12．2川衰反は完全にはがされている（J   

．l  1トナーl軋  杭   川  ‾丸木村25・9c肌太さ5・7c〟狙批L二〃向から帖広く，鋭く削られている。跡部にまく  
れがuられる。  

杉                  5  けん虻一旦l  址築材  仙材1長さ100c〟上l‥】0．3～7．山肌阪廿村村朋を呈す。  

6  lJト拙  椀  底部肌而・コクリに装着した帖の刃の痕」ケ所が見られる。底部径6．1c戊   諷也   

7  川仁  椀  少し高めの高台部せ望している。lノ油底部にPクロ痕が見られる 

B  1「3l  椀  l二l綾部を欠く。休部は緩く内均しながら口綾部へ。11緑部はわずか外反し始めた所で   
欠損している。高台部の痕跡が現われる。さ、lこミ紘塗祁   債権  

ロ  蜂岬甘．⊥・・竃  椀  黒色の漆塗【二l緑部から休部の・・部  

lU  u8 ドー8  種子  ひ上うたんの州ヲilの相子と刃主此【ト8，ド8グリット什近に扶申して椰認された  

tl．  l●りl：  郁r  挑．胡桃   

】2  址築材（用材）  

13   杉  銅片を車＝ナた板状のもの。  

ll  し・・日25  紡紬洪  小lリJ  両仙こ突起を川つ。（揖脚＝二川共か）  
人l坂文化Mセ／タ「瓜什．党」追跡刷上のイイ州ノこ木■り出■■■■とl■用i   

15  し・・4－7  林木  針雛帆  址築」オ（州オ）  

1ト  ・1車・7一．1■  仰木  渠   址敷け（何局）  

】7  匡－†・－3・  燃畑三木  梨   全休「畑こ扶化している。  

1日  C一」l一拍  ニ、プの木   
C－・1－ シキミ（■揺）の異称  

lU  仁一章一川  杵   桝   什持からするとNo．18とは川途が異なると考えられる（】  

2．牡  遊佑l相即）良い手芹の榊である‖台部は陣，抜を眠り珊に作り州している。  
遺作仝ポ（詔．説Ⅶ）柄の長さ（2ヰ・Oc爪）径（5Jト4二如）手刷の」長さ（17．OcⅧ）台部  
はそのル拙服用りり込み斧跡の基請を呵能にしている。某省郵の削り込み吊（5．り叩）。  
裳八郎の形状から鉄斧跡は愉附こ造られ挿人されたものであろう。  

奈良 辛賊京川十（富川■川音代の木製農几）に同賦が見られる。  

2l   

JJ  り一：1一日  鋤   挫   「根ハ」・川代にみる畏馴文化のあゆみ次城県l－J二惟史郎醐ニーに上ると・i川代つ打追跡  
から発見された鉄製の錮や勃は木抑こ取り＝¶た鉄の刃先だけであるたれ それが川  
先なのか捌先なのかl大別することはl州雉で・…・川＝。粁情県理職改北側㌦沌知識lJl  
川原喜久桁「罠ハ」の名称にl期して 研究紀要打与3号による。  
とあるがホ身だけではやはり鍬先なのか鋤兄なのかlさ誹りする射はl棚佗である。   

2：！  C－tけ1・■l  鋤   仰   lH欄細峨購「十Il手隼捌」の木珊とl■り！杜凧かと考・えられる。  

川：  り 7・】＝l  川川  仰   l削剛．用刊遇似 ‥レlこ追跡＝1＿仙こⅢ似■1■！■が見られる。  

2h  し 二l・l  ．1ム幽  ＝二卜状況からすると、当遺跡」也は隼池川の氾脛腺と考えられる。榊久保1遺跡と同椰  

2G  1三 日I．仁  lニリ■ンタン′  囲脇いi．黒劇片の一部に動旧都が兄らjtる。  

果皮  

拭虻  雌   全」・主（封j川）粗部（28・肝Ⅶ）拙部径（8，5（珊）仙郷（26．0珊）先淵闇胸＝3．0〔頂）亜糾  
lリlけt  貼り部卜紬こまくれが見られ■る。   

－38－   



＝士道物観察表  

法界の（）は拙走伯  

育  9．0 lRJ  

胴下ぎ肌l巨し線的に開く  

（外）底部から5仰の所に沈練を施しているナデ  
ア   （内）底部からl．5c詔の所に沈紬ナテ  

；ラナデ後へラj’■■ほ破片  
一  

帆仙火lご＝l  

3P  l）d  九  糾砂を含む  両耐こぶ  
い赤禍  
器肉＋灰   

40  「4－27  特殊  

四  l）－5－3  九  

13  31東口面  九  
拍  軒丸  

C－95  

一 

による。  
C9G  l）10－5は大隅の抹面より州十（椚N仇1）  
C（トIl  

l）－1U－5  

15  C一日  矩  ll（し6月）  嘉．．蒜d霜「・  Il緑椰から  
（外）卜l綾部研ナデ、田淵川り七l．l。  斤i盲■邪  

やゃ軟  （l人＝ll維珊研ナチ、川■刷旨川lえ   

46  IモB－8  鯉  ll（16．1）  紬砂を合む  Il細部のみ  
（外）ll紹淵川■7ナデ、相川り引l。Nn4Sより刷Il痕が糾かい ぃ／小蟻  

献   （lノ」）ll綾部朋けう1斤川棚訓l】え  

l）7－－3  柿  lI11．2  
に含む や  形を崇しト」綾部はわずかに外反する。  

高5．2  （外）ll綾部及び紬部はへラ銅楷後r準な研ナナ、川・用はへラ  
調椴、蛙珊は不定ノil叶＼ラ削り。  

（lノ十＝l肩部は机ナデ、朝椰はナデにより紹やかな陳を」1巨）、  
川●榔から底部はj－寧なナデ。  

ー39－   



番号  ‖LL位m  種類  渕托（C刀）  胎」二・矧jk  色  調   諸詩 ブ停 の 特 級  照 什≠ の 特 徴   追行・備考   

1H  Cl－8  杯  lt  13．5  根粒を含む  l鮎赤禍  休部から底部にかけて厚みを持つ、I1綾部は細く丸い。  ll紙価  
D8  
lミ3  硬  一ヽk  Jlニ ー■J  レ／2火   

lエー8・－5  lR】  5．2  （l勺）休部にヘラ桝臍痕、全体にナデ  

イP  C－9■一イ3  杯  口（12．6）  部し／相危   

ヽ   
■   

I）【89  高（5．1ノ   
高 5．3   湖敵剛服附デ、外仙郷畑まへラー1．川、．ノ州批  

へチ抑控底部はナデ．丸庇二余附こ炭†ヒ物が什新する。   

5l  l）－・71  杵  lこI 13ノー  川砂を含む  隋   底部に化か悍みを柑ちrl綾部で蒔く外反し緩い内枠を持つ」・l媚  1ノ／5賎  
l）72  やや軟  邪は丸い。  

苗  5．3  （外）l－1綾部肌ナデl」ト司から底部はへラ削りしたが凧化が強くへ  

ラ跡が碓認しにくい。此郡に以化物の什椚が比られる。  
（内）■」‘寧なナチ綱酪後ん卜がり鮎川畑‖軋が見られるが確認  

しにくい。   

52  l）－85  杯  ．t・l（＝偶）  ほぼ均・な厚みを持ち、仁l眉部で撒くなる。底細から胴榔にか  3／仲里  
硬  けて球形を望し［l綾部は「く」の引出こ外反する。  

lて；」5．5   （外）口綾部及び軌邪はへラ誹推後」一寧なナナ。川i榔はへラ訓  
粗放部は不定ガIF盲巨＼ラ削り。  

（内）全附こ」一弾なナデ、巾2、′3〝潤の放射状研磨が残る。   

53  け■一名Tl  杵  ll．（16．1）  
l雄  l1晰耶は1L味を持つ。  

li完」 7・1   （外）弧郡はナチ胴上、l′二用；は指州さえ、帆「さl乞珊はj’郵なへラ  
ナチ、右■方向へラ削り。  

（内）内面全休J一呼なナデ後川哨‖こホ．卜がりりl・酢。耽部・l■火が  
件か拝む。   

5バ  裏   郁ホ  」之 （5．7）  硬   灰都槻  5耐則†1し、その】ノ十＝砧が多川されている。・・一ノブの端が火1Ll  
庶i  2．3  している。  
…  l．∩  石質は秒だである。   

5Fl  lト注・・  肌イi  1・主 （小1）  密な肘i帖†二：・  音別一fl・昔  5仙iとも阻l脱有り。そのlノ車＝仙が多川されている。  
軟  ・一一方の崩が欠廿している。   

56  帥坊両  刷れ  艮   5．l   紫黒  両研刺廿」 そのlノ」＝rliが多川されている。  
一寸．号  やや剋             匁i （3．9  両肩とづノの媚が火川  

恒」  2．7  陵  石質は安山岩   

57  C川－7  偶石  長 （5，0   階恢  相醐珊し、その4両とも多川されている。朗触；欠損し  
ーS－5  硬            餌   3．丁  ている。使川されていないiri＝こは仙二伸の粂痕が晶右i  

崗 ． 3．2  石封は粘板岩   

58  l）－13  紡排叫  厚 し7   曜れ   晒帯灰  怖石を門板状に研磨 穿孔はやや／細山こ片寄る。  

二l二器底部を「l仲川1、硬い焼きから杯の昧部を対りl】したものと思  

」＿淵底部を利用紙緋巾としては完形と考えられる。  

6l  ．仁一■d■・・・1轟  紡錘・ド  悍 2．l  軟  緑灰  峨珊＝垂形である。．卜i柚亡〔掛ま2．小川、下面ほは4．巾ⅦをⅢllる  
穿孔はl二汀Iiがlこ▲面よりl打爪人きい。仙r刷‖附こよる状頂がある  
F面との陵の部分も洲跡こ革り角を■）Lくしている石買は蛇完売胃  

62  l）一5  杯  紺砂を多罷  外 にぶ  休紬伽耐こ当主ヲ．盲が見られるり休部■卜▲・、l∧・酢こへラilil川根．J   †イゝ榔のイ日；  

に食む 軌  い抑竃  舶l‡  

内赤禍   

63  
やや軟  lニー．適確は朗い、休部との脚こはっきりした陵を持つ。  

（■好い」維郡はへラ那隠l二l辺は特に鋭く鮒くなる。休部はj‾  
寧なナデ  

（内）しijl転ナチ後へラ研膳、l」緑邪州帥こ「l■りの～即，！。  

64   

F  5．2  lノ］暗亦  裾は大きく聞く。  
脚   硬   （外）朋備鮎享ヘラ矩形へラナチ、裾部も林部も小りル  

（再）G面のナデ   

65  31和l「ii  両杯  しl（15．8）  紺砂 睡  狛・f‡  高林の杯部、ほぼ均■・一の惇さを持つ、l二1緑郡は丸く底部は、lえ月1  林部  
、・措  に保．政商と休部の矧こ怯を持つ、l勺耐こはJ■準なへラ研削が  

見られる。   

－40－   



扶ぷ二（C郡）  胎二上・焼成  色  調   1詩 形 の 特 徴  楷 形 の 特 徴  

ll （‖ミ，G）  机砂を含む  
外 赤岡  rメ1草 しながらい劇こ子与る。l順伽はl勺 ける∩   l／2り弓  

ペ．5）  硬   （外）ll順状接合部から川律郁は措ナデ後へラ僻き、櫻合拘り旨  
州さえ。  

（lノ」＝■寧なナデの後へラ僻きがIl綾細から軋肝l乙坦l而まで及  
んでいる。   

67  C4  

はなだらかに外反する。 
やや徴   ． 

へラナチ。  

（内）ll綾から休部は川小伝ナチ。－一朝ノi三卜がりのナデ。   

郎  3．6  やや轍  軸「liは全的り‾ナ。   口  ‖  高杯  ll18＿5 11tO．4  川砂を含む   にぷい訴  休部からl1辺にかけて蒔くなる。杵帥l・仕に殴を持っ。【－1紹郡 11紬の先妬まJLい。 （外）［l緑から休椰迄l・■・l怯ナナ、休部から胴杵迄は指押さえ後    林部こぅ／4  6fミ  lし92  杯   紺砂を含む  肌赤帽  底部手持へラ†1川り、比部は九妹を持つ、Il細部はlノ」佃し構ナデ  レ2城  
硬  球ノlラを呈し、l」綾珊でlノ脾H‾る、Il拭朋削りLい。  

高 々．9   （外）l二周桑部は構ナデ．胴部から瓜酌まへラ削り後へラナチ  
（内）底部はJ一軍なナデの後Jlし型が多数班されている。1勘†ク後  

右＿上がり肋身日大仰げ㌔   69  L）81杯   1113月    砂粕を含む  暗赤禍  ほぼ均一した悍みを持ち、lり副邪で洒くなる。底珊から川哨くは  レ2                      70      l，1（】2．0） 高3．5  含む 硬  褐  偵しlり再F耶は旺かに外反する－）斬詑l“こ木肌憤な外頼を持つ。  
（外）「・l緑部俳ナデ矧Il相補刊さえ病めぐる。休部から底部は  

へラilりり。  
（lノ」）ll緑郡研ナデ底部ナデ11鳩、据壁は補い。   

11117   
lト・7－2  含む 硬  批†本部とのt捌こ鱒をイける。  

（外）l二I緑部枇ナチ、比部はへラ削り後ナチ。  
（lノ1）内面は脚ナチ。  

」  

72  

硬   僚   休部との墳に稜を打つ〔，  
白■  60 l司  （外）底部はへラ判り、l1綾部研ナチ。  

（内）丁寧な肌ナデ、庇郡は同心l■」状の櫓形浪を示す。  

ほぼ均一▲した厚みを持つ、庶榔は1L瓜で外陵を川ち1一線珊は直  3′ノノ伸長  
73  立－る。肩部にイ7シあり。  

C－9－3ごう  晶5．6   く－外）「1緑珊は翫ナナ．底闇はほぼ億ガ仙こへラ判り後一部  
へラナチ。  

（lノ勺）I：l緑部肌ナデ後此珊は回転ナデ、ナデ柚よIl綾部を好いこ  
肌切る。   

7／】  

含む やや  部は直立する。Il綾部内外両同時に構ナデ最後に・l付からlりI寺  
同   5－3  廟  邦へ抜き取っている。底郡外両はへラ†1りり後・・・イ耶へラプーチ。再  

面底部はへラ調整後ナデ。  

75   l／：l代  

低 （6．1）  合む やゃ  （外）底部は伸転へラ抑フ、川縁剖ナナ紳軋  
】l】 1－2  硬  イブシ黒   

76  2lメ＿l）L「∪  H・  】l（12．0）  微細砂杓を  択l‡1  深い休部は人きくl付轡しながら正ち【二がる。全附こ器J宇である  l■評じ  
ー・拙  底 68  （外）r1緑から1爪隼lリlがある。軒悔湧沌」り後へラ訓軋  

ll■   （1月）内外l＝恒l転ナ丁、、l鳩で・い火邪は柑こ厚い。   

77  21ヌニl〕而    l＿l （】2．G）  紺砂粒を合  外灰自  
底  9∩  む 硬  （外）回転へラ削り後桝ナデ。＝の荒い糸による回転糸切り。  

39  内lれ赤沢   

78  （i’4 相 即   l」 （12．6）  机い砂粒を  灰仁l  休部は内管しながら正ち卜がりII綾部でわずか外反する。   レ／2域  

践  6．8  含む やや  （外）底榔l・購㌫糾列り後高台の貼り付け痕を残す、斗：ltいl坤転ナ  
商  …  枚  7‾0  

（l勺）蛇部はやや＿l甘瓜州阪口ク・つ】jl川≠、侠力‡あり。   

7‡）  F一川2′†  塊  

に含む 秋  外 にぶ  接地Iriiを水平にへラナデされている。   ll綾部次  

い訴t顎  （外）回転ナデ矧晩lミ■柑はIlllfリ什け接合拍を用す。  
（lノり再輌仝附こ墨が蹴新している（、墨の刷tllI．7叫‥が見   

られる。  

卜  （外）ll細から休部はl坤臨ナチ、南台郡内側回噸凍照り痕。  
（内）li州転ナデ。†1珊から底部の1先には2木のl司心l■j」大の段を   

持つ。   
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追行・備考  笑話J「多 の 情 日生  整 形 の 特 徴  

休部は冊l苦しながらIl綾部で人きく外反する。矧勾は報い。  
（外）休珊に矧ノ」での接触脈あり。高石は糸lタ」り貼り‖け、‾丸  

味を持つ。  
（lノいl‖川転ナチ。  

仲群比人きく山門し和が・’・，l川「が軋巾村1兢■l■帥を持つ。  
IILll‾仁に．1月冊珊岬潮‖川卜し  

色  調   

灰白色の  

素地に糾  

肛用椚   

l）－32  l／3  

ll綾部  

に  （軋りi■己いホ  

甲批十デ  
＝句丹WⅢlいいす日脚珊軋Il・・批L帆附粘覧2ll・111は休珊中位  

1【＿＿踏町野仙＿＿＿＿＿＿  

二さ一・－ 
．二・・：・ 
l：Jjl′だl可  

m砂を合む   

やや轍   

紬砂を合む  
硬  

雨布踊‾‾  受郁  
t 3蟻  

脚部3ノ＝じ  

Il緑J一封；   

l小城  

”
佳
低
」
闘
 
 

一
…
7
・
7
3
・
2
 
 

外l「lトラり川㌔‖勅一郎と受珊との撲合損。裾  カー捕吏  蛇  92  

1T （35日）  一一の厚みを持つ。矧椰は少しくびれl：】維榔は如．く外反す  

（外）ll綾部は附け、仙酬ヰ不定ノ川へラ判り。  
（内）ll綾部は」削こよる肝十㌔  

ll緑部はl‾qの芋状に外反し屑は購らない。Il層部は剥くなる  
廿綾部脚ナテ、胴珊外面は綱位のへラ削仇lノ川両脚ナチ、荊  
部からl】綾部にかけて輪椚み択伐る。   

t1緑部は「コ」のT状を呈する。村■」藩‖痕。Il綾部」Jl外面構ナ  
チ、胴部外面はん肌位のilりり。   

「l緑7■抑は「コ」の′‖人を呈しIl辺は」Lみを持つ。胴郁小位に最  
大径を打つと考えられる。  
（外）l1緑F■部川棚圭、川・旺朝潮ノル」へラ判り。  
（lノ」）ll緑部肌ナデ、細部腰合痕、川・i】珊ナデ。   

l1紹部は人きくlノ」争管する。鍔は小さく出川Iiは三川lラを‡i与しlりi享  
部は厚い。  
（外）し】維部構プデ。＄■ぢけ二摘みJHし。  胴部は川仁ナデ  

矧帆  

（l人＝ll緑ざil；んノブl叶隋押さえ、川両侶まイ盲卜から／．二トソル」に刷毛  
Il。   

Il紹榔は迎合形を！舌し胴邪は即丑‾Fあるnlノ1外l州・・川副「けデ。  
炭化物の＝持が多く1ユられる。Il緑価と川・iけ耶の接合面はノー・ラナ  
デ。底部は九収で車姑払   

斬椰は「く」の√テ：：l尤に仙l】l．最人径は胴ド部に位mする。扁球  
形 刊軋  
（外）l二l紹珊研ナデ、胴ド」二部へラ判り、醐珊に丸い1二付こよ  

る刺突あり。  
（lノ」）rl組 胴卜半部共にナデ、胴下半部聞凋が61而施  

され砥部小火に附llJ  

胴珊の彪人仔をrl■位ややトプノにおく。小さな平伏を持つ。醐部  
は合偵が比られる。炭化物の†てl新イ了り。  
（外）肺＝ノll部はへラF■川り後へラナデ、川・＝ドllF椚はへラ†■川り後  

酢†1なナチ。  

（lノい酢部ほ√用扮は」椚IIIさえ、仙はナデり  

ll 16．2  

ll（2日）  

lI（21．0）  

m砂を含む   

やや硬   

糾砂を含む  
健   

川砂を含む  
伸  

†ll砂を合む  
やや咄  

ll緑椰のみ  

ll抽描   

11純   

Il紬‖追   

l′t城  

Ll紹7－∩；  灰禍  11（28．0）  

外 几を  
」ノ1にぷ   

い苅橙   

外 愕  
lノ、】灰ILl  

緻密である   

ややI硬   

紺秒  軟  

rl辺と蛙部  
を欠く  

抑～此榔  
Il紹郁を火  
・、二  

1I （8G）   

胴 180  

C d l  

C－－5  

卜り巨12  

胴 l乙5 低  山 高  川＿6  

胴部   仁2城  庇  3ノl   

胴  96  

釧砂粗を含  
む   

tl t、、ご二  

糾砂を含む  
硬  

粥褐  

赤禍  高 130  川・刷最大f筈をtt■位にとる。l・封£球形をりする。瑛化物の＝詔が  川・・111∴’1∴  

1珊は判ル、ナナ  

甜Ilさえ。扶部の接′iはナ  痕はJ  

†lL抄混 帖  外 罷一■．宰、ミ   

lノ」粗  

に．～こい亦  
槻  

酢■那は「く」の了状に川l…する．，川・州は扁」甘彬bJL旺。  
（外）ll綾部肌ナデ、仙・1郁「呼なヘラナデ  川・＝、、ll．・▲椚肌ノル」へ  

ラr■jい）。  
（lノいIl綾珊肌ナデ、輔ざ那接合」抑Ilさえ。   

川・柑旧人径は・日出こある。ほぼ球形を上iり‾る。  
（外）肩拙は／＼ラ磨き、川坤l佃から柁部迄ノ，訝、らイJノノ向へのへ  

ヲi■川り。  
（lノ」）酢■耶接什川Ⅲ上の捕り卜がりあり‡吊lハ 糾いへラナデ後  

ナナ∩  

l■l（lり3）  

川・q l…  
lt■子i153  

帥沙を合む  
硬  

胴 11．R  
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仙
 
 
 

l＝・i■3  

抑 （16．7）  含む 健  ノ」灰  による榔杉。Ll緑部は洗練で2段にl和iiし、酎詔はで郁ナデ幣   1．・′2  

黙肉暗証  
袖   

直二正した和雄はlノミけト両肌ナデ。肩部は淡苅色を是し川凋；との境  別邸～胱部  
ト＝   レノ1  

掛 られる。lノ州は仝附こ肌ナデ。   

亜・   
に含む 咄  （外）寸削1llさえの指紋を多甜こ残す。  

（内）輪研みの接合指押さえ痕を残すi．その後l・り帖指ナチ。   
＿■l  

116  3lズニl州i  田  低  7．8  flL砂を含む    ll軒且供  外巾梓川川］きL」、肢部はlノ」繁管しながら締まる。   胴1、‾、l′二部か  

′描  硬  lノ、面は回転肌ナチ、≠、l、他の廿新物が見られる。   ら収郁   

1・t7  C76  蓋  l．I（＝LO）  机lミrl色の  石灰  pタロ鮒惇。   トノ6  

摘  5．B  鋼物  硬  （外）天井部仙雁へラ切l）その後ナデ、つまみの川に粕＿l瀕イ丁  
lモ1  2，り  り。  

（lノヨ）ロクロ指ナデにより中央部l孟篭りI二がる。   

11R  3lメ．1州，  諾t  摘 1．l  ㍍色の砂を  灰ll  天外郁回転へラ判りlノ」外l帥jl怯プ‾デ、リング状摘みの・い火が■丸  誤の小火緋  
一桁  含む 便  く突目する。   のみ   

l．1．∩  ＝F⊥■ト韓  蓋  再（12ノ1）  ややrlL  灰仁1  天井部へラ切りは無し、摘みは・l吠灘がIlll状を呈する。   【．・■5  

嫡  5」  硬  （外）天井御車．・l転糸切り痕。  
「ヤ  2．R l埼  （l勺）lノ川】に「かえり」を持つ   

12ll  2ノ5  

説  

l勺 青灰  （外）舟侶佃一版ミへラi■川り。l二l然和  

t再）回転ナデ、州It11に「かえり」を持つ。  

12l   ll  

桐  乙5  （外）天井郁回転↑ラilりり。  

：蹄 10  （lノいIL’・」転ナデ、爪ね焼き拒再り   

白色釧砂を   
18．2  

器l勾  胴部に損大作、収邦にl子・」かってわずかづっ狭走る。卜仙こ沈紬  
暗赤瀾  lノ、仙漸㈲から川車ドl刊は付けブて、小仙これlリノ州‖l仁＝があリ ■■ 

「ざ那に接合痕、伯ド妬＝こ肌ナチ。   

川＝川；ln      川刑服人ほ   
－一打  18．R  合む 硬  再 灰  にl㌧l然剛、lノ湘l購湘」瀬後う■テ裾線文が見られる∴J、他州勿が多  

C6－3  肘勾  甜こ見える（外面ではこれが発泡している）∩附那と招郡の膵  
暗赤隅  合痕。肩部・l佃に拙：用Lによる披で丁痕がある。   

121  ¢・用■一も  瓶  軸郡最小径  仁1色j州沙を  灰lさ1  
（1．6）  含む 硬  れる。  

（外）回転ナデ。刷七による施和がされている。  
（内）刷七による施和（地軸咽明けレ接ハ郁まで適する）   

市灰素   
（18．P）  を含む 硬  地は灰l乍1  

（外）肩部に7木の師11■ほ仙、■よ攻1その．l二部に沈拙を施し、仝  
休に附：】が入っている。  

（l人」）酎耶と橘珊に接合‖、†の僅差が見られる。l・・l帳ナチ。  

外灰褐   2∴けじ  

・・一折  
桐  仙  

l勺 紫灰  （外）全附こlごl姓仙l・1帖：へラ判りに，1こるJ戊Jlラり  
（再）ロク可川幅ナナ。   
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第 Ⅴ 章   ま と め  

第1節 木製農工具について   

（l）  

日本の農業開始時期については、昭和53年福岡市板付追跡，昭和61年佐賀県  
（2J  

唐津市菜畑遺跡から、水田址が検出されるなど九州北部では縄文時代晩期にすでに  

水田稲作が始まっていたとする説が有力となってきている。   

以後 日本の農業と言えば稲作を示すほど蚕要な作物となっている。弥生時代の  

稲作は低湿地を利用した湿田で営まれ．農具としては木製の鍬・鋤・田下駄などが  
（3）  

用いられている。弥生時代後期には鉄製農工具の普及により農業技術は著しく発展  

した。  

鍬や鋤の発達は生産力を高め、生産物の蓄積を可能にし、集落内に貧富の差や身   

分の差を生じた。   

弥生時代の主だった農耕具には堅日・堅杵・箕・田下駄・ワラ仕事の道具等はど  

れも最近まで使われた農具の原形そのものである0   

古楕時代の農具の特徴としては、鉄製農具の普及があげられる。弥生時代以来の  

木製農具も依然として広く使われていますが、古墳時代の農具は、これらの木製農  

具を鉄におきかえたり．一部に鉄の刃先をつけたりした。鉄製農具の発達と普及は  
「4）  

生産の上でも著しい進歩をもたらした。鉄製の鍬、鋤は深耕を可能にし、鉄製馬鍬  

は開墾に威力を発揮し、鉄鎌は収穫の能率を高めた。   

5世紀中頃に鉄製打鍬からU字型鍬先へ変化し鎌も直刃鎌から曲刃鎌へと変化し  

√5） た時期である。さらに7世紀になると茎付嫌があらわれる。   
奈良時代になっても、農具の基本的な形態は、古増時代と殆どかわりない。  

（6）  

ただ奈良時代以降は文献資料からもその実態をくわしく知る事が出来る。   

大化の改新以降班田収授法によって区分田を与えられた。一方粗・庸・調・雑喧  

などの負担をおう事が義務付けられた。   

7世紀末から8世紀にかけて大賜品として鉄製農具が含まれている。   

奈良時代の農具について語るとき、必ず触れなければならないものに，正倉院御  

物の「子日手辛鋤」があります。この鋤は、柄の文字によって天平宝字2年（75  

8）1月3日に孝謙天皇によって儀式に用いられた事がわかっています。  
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「  

平安時代  

「倭名類東砂」によると第195に   

農耕具が説明されている。型カラス  

キ・鋤－－スキ・埜【クワ・鉾【サイズ  

エ・脈－カナガキクシ′ロ・ 馬杷－ウ  

マクワ・樫一－サライ・仇一エブリ・  

搬－コスキ・鎌一カマ・連伽カラサオ  

等の農具が説明されており、又同じ頃  

編纂された「延書式」の農具について  

の記載では鍬－クワ・鋤－スキ・馬鍬  

一ウマクワ・辛組閑良カラスキノへ  

ラ等の記載がある。鉄製農具が諸物に  

記録されており一般農民にも普及した  

ことが窺える。   

第25図 子日手辛鋤（正倉院御物複製■   

詰   

（1）政八次仰  
岡崎 敬  

（2）  

（3）小林行拙  
末永酢耕   

11本考iキ草協会   

1ド野進・  

人itil‡行  

正l呵帖大  

柳漸昭眉  

辻 広志  

小I越 醒  

（4）鬼飾清l肌  

板‖遺跡 1961年  

菜畑追跡1981年  

暦古追跡1943年  

登呂遺跡 1952年  

「l高追跡 1978il三  

石l川川追跡 1978年   

服部遺跡 1979年   

垂側道跡 1983咋  

裾l打直卿珂‖】字板什   

批判岨J．如宰相  
198囲三ユ2月へ1981i関Jこ13川  

大和唐古勃4式遺跡の研究  

l静岡県  

相律≠沌甜狛l了  

帖隠追跡の調査  

岡Itl市  

百l吊川追跡の水L11跡  

川摘i追跡発掘調査概報  

弥そl三J机ノ皮北の水【1りIL  

ナ、‘代の小†（1ら‾代Ll本を発掛ける 6）  1985咋  

（5）茨城払ぃンニ推史鮒 〟豊j圭川見にみる捷肌文化のあゆみ  1986年  

（6）川原葛久治  ぶ迭Jtの名称に側して  研究紀要3年1986年  
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弟2節 遺構と遺物について  

寺田遺跡の調査は、前章までに述べたような結果を得た。上野国府に関する多く  

の調査報告からみて大鰐遺構や港内及び牛池川の氾濫原から出土した多数の遺物  

と大構造構は、上野国府との係わりを濃厚に示すものと考えられる。   

出土遺物は磨耗が少なく、板等も加工痕がすりへることなく、叉虫の羽根も瓜の  

仲間の種子なども葦繊維堆積物も長期にわたり折り重なって発見された。このこと  

から遺物は（小破片をのぞき）■そのほとんどが長時間かかって流れて来たものとは  

思われない。浅間C軽石降下時点ですでに湿地の地形をなし、柳・ニセアカシアが  

繁茂し、FA降下により湿地は次第に乾燥しはじめ、C2～E2グリット，C  

【4～E3グリットを結ぶ地域は、浅間B軽石降下時期には生活可能な地形を呈  

していたと思われる。   

木製遺物は総数478点、出土地点を測定したものが383息（加工木129点、  

自然木254点）であった。大きな物にはニセアカシアの自然木で長さ218c郡太さ  

18c彿や加工木でもC一－2グリットから長さ237．4c郡太さ11～12c彿の梁材が  

出土している。図版No．Z7の横槌は杭のように打ち込まれた状態で出土した。   

加工木は、割材、角材、板材（内1点は銅片付き板材）、柄木、棟木、梁等が出  

土している。その他に燃焼木が数点見られた。   

ヒョウタンの仲間については（写真図版No．26）果皮片が数点出土している。そ  

のうち1点は頭頂部が確認出来る。種子は473点、長辺14仰短辺6況詔であった0   

昆虫の輪廻目の羽根が2点採拾された。  

第3節  そ の 他  

上野国府についての記述は「倭名煩釆紗jに初見され所在地については「上野国  

神明帳」等の研究から現在の前橋市大友町と元総社付近を上野国府跡と想定してい  

る。いずれにせよ南限については同一線上を取っている。（W1）の大鰐は昌楽  

寺、東側の満を直線的に結ぶ事の出来る位置にある。   

平城京の都城の堀割りからしても、公の施設の建物には、治水の面と濯慨及び飲  

料水の確保の意味からも河川の改修は必要としていたであろう。又これだけ大規模  
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な工事を行いうるのは、古車軋館，国衛，郡衛等を建設して釆た豪族の手によらな  

ければ行ない得ないと思われる。更にNo．43わ瓦には「寺」の字がへラ描きされてお  

り、前沢和之氏「上野国分寺について」の論致の中でこの瓦は宛先を書いた物であ  

ることが考えられるとしている。図版No．28小瓶や図版No．29の青磁塊の破片もこ  

の地が国府縁辺故の資料と言えるであろう。  
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図版 3

大溝全景空中撮影

第 3調査区全景
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図版 4
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図版 5

NO.18 漬物出土状祝

ニセアカシア(ハ リエンジュ)出土状混

NO.12 NO.1 ~ 

D-6 グリッ ト柳株出土状視 NO.1 

-51-



図版 6
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図版 7
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図版 8
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図版 9
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図版 10
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図版 11
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図版 12
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図版 13
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図版 14
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図版 15
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図版 16
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